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本日の内容

•産業用ロボットの市場と貿易投資

•中国企業のキャッチアップ

•ロボット産業の産業政策
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4出所：安川電機ウェブサイト



5出所：安川電機ウェブサイト



１．産業用ロボットの市場と貿易投資
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• 中国は産業用ロボットの世界最大の市場、世界市場の約47%が
中国向け(IFR 2022)

• 2016 年に中国における産業用ロボットの稼働台数が日本を抜い
て世界最多

• 2019 年に産業用ロボットの稼働台数は約78 万3,000 台に上り、
第二位の日本( 約35 万5,000 台) の倍以上まで拡大してきた(IFR, 
2020)。
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製造業におけるロボットの導入比率
(従業者数1 万人あたりのロボット導入台数)
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• 2021 年、中国が世界第5 位で322 台に達し、米国の274 台より
も多く、世界平均の141 台を大きく上回っている(IFR,2022)。

• ただし、第一位の韓国(1,000 台)、第二位のシンガポール(670 
台)、第三位の日本(399 台) および第四位のドイツ(397 台) と
比較して中国はまだ低い。



中国のロボット輸入

• 中国企業のロボットの導入は輸入・外資系企業の現地生産に大きく依存。

• 2019年に中国で新規導入されたロボットの約71%が外国のサプライヤーに
依存（IFR2020)

9



中国のロボット輸出
• 中国のロボット輸出が増加、2021年輸出額約3.4億ドル（5万台）

• 輸出のunit value < 輸入のunit value

• 日本への輸出は少ない ⇒ 逆輸入は少ない
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日本のロボット輸出

• 中国は日本の産業用ロボットの最大の輸出先
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対内直接投資

• 中国の産業用ロボット市場で最大の
シェアを有するファナックは、上海の
ロボット工場の規模を5 倍に拡大する
ために、2021 年に過去最大となる260 
億円を投資すると報道された。

• ファナック2021年度決算資料によると、
設備投資額が2020年度より225億円増
となり、中国市場における売上高が企
業全体の売上高の31.3% も占めている。

• 2022 年6 月に安川( 常州) 機電一体化系
統有限公司の新工場が稼働を開始し、
実装基板品や電子ユニット品などの主
要部品を、新工場から供給している。
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公司名称
安川首钢机器人有限公司

成立时间 1996年8月23日
注册资金 700万美元

出资公司
安川电机（中国）有限公司50%；北京首钢股份投资管
理有限公司35%；日本株式会社安川电机15%

公司总部 中国-北京经济技术开发区 永昌北路7号

事业领域
车辆、家电、烟草、陶瓷、机械、冶金、物流、食品、
IT、医疗、节能环保、文化等领域

经营范围
安川品牌的机器人及机器人自动化生产线；承接应用
系统工程；从事相关资讯服务和售后服务； 13

合弁企業を通じた技術移転？



対外直接投資

• より先端的な技術を獲得するために、中国企業は積極的に対外
M&A を行っており、産業用ロボットの分野も例外ではない。

• 2016 年に美的集団は、ドイツのロボット大手のクーカ(KUKA) 
を買収した。これにより、中国企業は、ソフトウェアやネット
ワークの力によって自動的に作業を最適化したり、センサー技
術によって周囲の状況を監視して事故を防いだりするなど、精
度の高い産業用ロボットの技術を手に入れた。
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２．中国企業のキャッチアップ
日中韓上場企業のTFPの比較（製造業全体）
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出所：深尾京司・乾友彦・金榮愨・権赫旭・張紅詠「東アジア上場企業（EALC）データベースの作成とTFP
上昇率の比較」、RIETIディスカッションペーパー、近刊。



中国企業のキャッチアップ

• 新松机器人自动化股份有限公司、SIASUN Robot & Automation 
CO., LTD

• 上海新时达电气股份有限公司、Shanghai STEP Electric 
Corporation

• 南京埃斯顿自动化股份有限公司、ESTUN Automation

• 埃夫特智能装备股份有限公司、EFFORT
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中国企業のキャッチアップ：売上高成長率
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中国企業のキャッチアップ：R&D集約度
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中国企業のキャッチアップ：労働生産性
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中国企業のキャッチアップ：売上高経常利益率
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３．ロボット産業の産業政策

• 中国製造2025(MIC2025)（2015年）

• ロボット産業発展計画(2016-2020)（2016年）

• 「十四五」ロボット産業発展計画（2021年）
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産業政策の目標と実績
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政府支援策: 「十四五」ロボット産業発展計画（2021）

• 国家重大科技プロジェクト、国家重点R&D計画におけるロボットR&D・応用の支援を強
化

• 政府調達の役割を発揮、ロボットの創新・応用を促進

• R&D投資に対する減免税を着実に実行

• 産業基金の積極的な投入を推し進め、ロボットメーカーの上場をサポート

• 「産融合作」（重点企業・重点プロジェクトへの融資）実験都市ではロボットメーカー
への投資を奨励

• 金融機関が売掛金融資、サプライチェーン融資などの新しいサービスの提供を指導
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産業補助金（百万元）
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産業補助金（集約度）
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補助金の事例：新松の場合
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2018年補助金項目 金額（元） 2019年補助金項目 金額（元）

增值税返还（软件产品） 24,403,133 工业机器人研发生产基地项目-政策兑现款 33,000,000

杭州大江东产业集聚区财政局配套政策扶持补助 20,000,000 政府补助-增值税返还（软件企业） 26,375,485

工业机器人智能系统关键技术研究与应用 14,700,000 工业4.0系统解决方案服务应用平台（一期） 24,000,000

工业机器人产业链培育 12,588,000 锡山经济技术开发区管理委员会专项扶持款 20,000,000

南京新松智能装备有限公司开办专项扶持资金 6,000,000 2019年度第七批产业发展专项资金 9,756,708

面向智能加工的工业机器人研制及产业化项目 6,000,000 项目补贴-无人机 9,000,000

中科院台州应用技术研发与产业化中心补贴1 3,903,332 中科院台州应用技术研发与产业化中心补贴 4,000,000

汽油直喷高压泵焊接生产线的应用推广 3,730,000 开办专项扶持资金 4,000,000

新一代智能公共服务机器人产业化项目 3,130,000 宁波国家高新区国有资产管理与会计核算中心零余额账户补助3,627,900

面向煤矿工程机械大型结构件的机器人焊接生产线关键技术研究与应用示范2,890,000 政府落地支持款 3,000,000

基于机器视觉的七轴协作机器人系统集成技术研究与应用 1,600,000 汽车涡轮增压器装配与检测智能柔性生产线成套装备研制 2,400,000

极大规模集成电路制造装备及成套工艺 1,565,172 稳岗补贴 2,225,844

2018年第六批产业发展专项资金 1,560,000 上海市浦东新区财政局国库存款款 1,800,000

国产机器人嵌入式实时操作系统开发与应用示范 1,298,000 极大规模集成电路制造装备及成套工艺（硅片集成传输系统研发和示范应用）1,565,172

中小企业发展资金 1,228,000 2019年第三批产业发展专项资金 1,560,000

宁波国家高新区国有资产管理与会计核算中心零余额账户补助1,019,700 江宁开发区管委会房租补贴款 1,190,243

2018省全面开放专项资金国家拨款补助 1,139,300

小計 105,615,337 小計 148,640,652

その他 6,738,762 その他 6,576,935

政府補助金合計 112,354,099 政府補助金合計 155,217,587

出所：WINDデータベースより筆者作成。



終わりに
• 近年、中国における産業用ロボット市場が急速に拡大している。中国の産
業用ロボットは、輸入と外資系企業の現地生産に大きく依存している。日
本企業が貿易投資を通じて中国市場でのプレゼンスが高まっているが、今
後さらに拡大する余地が十分ある。

• 一方、中国のロボット輸出は急速に増加していると同時に、中国企業は合
弁企業や対外M&A を通じた技術移転も積極的に行われていることから、
この産業の発展ぶりが窺える。

• 中国企業による日本企業へのキャッチアップが進んでいる。売上高成長率、
固定資産増加率およびR&D集約度に関しては、中国企業はすでに日本企業
と同じレベルないしより高いレベルまで成長してきており、労働生産性や
売上高利益率に関して中国企業は、日本企業と比較してまだまだ低い。

• 中国企業にとっては、生産性と収益率を高めることが急務である。
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• 今後3 〜5 年の間は、中国企業は日本企業に取って代わる可能性はないが、長期
的には、他の製造分野と同様、中国企業は日本企業を含む先進国の企業に追い付
き、国際競争力が高まる可能性はある。

• 過去の20 年間、中国企業は鉄鋼、造船、ソーラーパネルおよび電気自動車など
いくつかは、グローバルな産業におけるプレゼンスが非常に高くなった。その背
後には中国政府による強力な支援があった。

• 2015 年より中国政府は、産業政策「中国製造2025」、ロボット産業発展計画
(2016-2020) および「十四五」ロボット産業発展計画を実施し、中国企業による
ロボットのR&D・製造から導入まで積極的に支援を行ってきた。

• 産業用ロボットの生産台数、導入比率は目標より大幅に上回っている。しかし、
肝心な自主ブランド・国産核心部品の市場占有率は目標を達成できず、リーディ
ングカンパニーの育成も難航している。産業政策には大きな課題が残っている。
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今後の課題

• 米中対立など地政学的リスクの増大、ハイテク産業をめぐる経
済安全保障上各国の懸念が中国のロボット産業の発展と貿易投
資に大きな影響を及ぼす可能性がある。

• 先端技術・部品・設備の輸出規制・投資規制を強化するような
内向きな政策が、ロボット産業にどのような影響を与えるのか
については、引き続き注視する必要があるであろう。
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ご清聴ありがとうございました！
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